
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陳情
陳情陳情
陳情---

------
---「

「「
「実効性
実効性実効性
実効性ある

あるある
ある避難計画策

避難計画策避難計画策
避難計画策 

  
 

定
定定
定まで

までまで
まで適合申請

適合申請適合申請
適合申請しないこと

しないことしないこと
しないこと」

」」
」・
・・
・ 
  
 

6 月議会 賛成多数で可決 

賛成-－〇    反対-－✖ 

安田  共子 〇 

共産党 

長尾  達也 〇 

米村  一三 〇 

岡空  研二 〇 

平松  謙治 〇 

柊    康弘 〇 

きょうどう 

森岡  俊夫 議長 

荒井  秀行 ✖ 

佐名木知信 ✖ 

自民クラ

ブ 

築谷  敏雄 ✖ 

濱田  佳尚 ✖ 

新風 

永井    章 ✖ 

田口  俊介 ✖ 

公明党 

足田  法行 ✖ 

松本    熙 〇 

無所属 

景山    憲 〇 

2018.7.15

日本共産党境港市議団発行

境境境境境５５   TEL44－0039

 

この報告は政務活動費で 

発行しています 

 

 

境

港

市

議

会

は

６

月

２

９

日

、

「

中

国

電

力

と

の

間

で

事

前

了

解

権

の

あ

る

安

全

協

定

締

結

を

求

め

る

陳

情

」

を

全

会

一

致

で

採

択

し

ま

し

た

。

ま

た

、

そ

う

し

た

安

全

協

定

締

結

ま

で

判

断

し

な

い

よ

う

に

求

め

る

陳

情

と

、

「

実

効

性

あ

る

『

避

難

計

画

』

を

策

定

す

る

ま

で

申

請

を

行

わ

な

い

よ

う

中

国

電

力

に

求

め

る

決

議

」

を

賛

成

多

数

で

可

決

し

ま

し

た

。

 

 

 

権

限

も

な

い

 

実

効

性

も

な

い

避

難

計

画

 

そ

の

ま

ま

で

 

稼

働

し

て

良

い

も

の

か

 

 

 島

根

原

発

３

号

機

新

規

稼

働

へ

、

中

国

電

力

が

原

子

力

規

制

庁

へ

適

合

性

審

査

を

申

請

の

た

め

、

島

根

、

鳥

取

の

周

辺

自

治

体

首

長

が

、

賛

否

の

判

断

を

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

安

来

市

議

会

や

松

江

市

長

が

「

容

認

」

を

表

明

す

る

な

ど

攻

防

が

続

く

な

か

、

境

港

市

議

会

の

こ

の

態

度

決

定

実

効

性

あ

る

「

避

難

計

画

」

を

策

定

す

る

ま

で

、

島

根

原

子

力

発

電

所

３

号

機

の

新

規

制

基

準

適

合

性

審

査

申

請

を

行

わ

な

い

よ

う

求

め

る

決

議

 

 

 

  

 

島

根

原

子

力

発

電

所

の

�

Ｐ

Ｚ

（

３

０

ｋ

ｍ

圏

）

は

、

島

根

県

、

鳥

取

県

の

双

方

に

か

か

り

、

島

根

県

側

で

は

県

庁

所

在

地

の

松

江

市

や

人

口

の

多

い

出

雲

市

、

中

海

を

挟

ん

で

、

隣

接

し

て

い

る

境

港

市

・

米

子

市

が

該

当

す

る

こ

と

か

ら

、

避

難

対

象

人

口

は

、

茨

城

県

の

東

海

第

二

原

発

、

静

岡

県

の

浜

岡

原

発

に

次

い

で

多

い

。

島

根

原

子

力

発

電

所

で

事

故

が

発

生

す

れ

ば

、

風

向

き

に

よ

っ

て

は

、

境

港

市

は

立

地

自

治

体

で

あ

る

松

江

市

と

同

様

な

い

し

そ

れ

以

上

の

被

害

を

被

る

恐

れ

が

あ

る

。

 

 

 

し

か

し

、

現

在

の

避

難

計

画

で

は

、

Ｐ

Ａ

Ｚ

（

原

発

か

ら

５

ｋ

ｍ

圏

内

の

予

防

的

防

護

措

置

準

備

区

域

）

の

住

民

が

先

に

避

難

し

、

そ

の

後

に

�

Ｐ

Ｚ

（

５

～

３

０

ｋ

ｍ

圏

内

の

緊

急

的

防

護

措

置

準

備

区

域

）

の

住

民

が

避

難

す

る

と

い

う

、

二

段

階

の

非

現

実

的

な

避

難

計

画

と

な

っ

て

い

る

。

 

 

 

ま

た

、

「

災

害

時

要

援

護

者

の

避

難

に

つ

い

て

は

、

避

難

に

伴

う

リ

ス

ク

を

軽

減

す

る

た

め

十

分

な

準

備

が

必

要

で

あ

り

、

避

難

準

備

が

整

う

ま

で

は

屋

内

退

避

を

行

う

」

と

さ

れ

て

い

る

が

、

現

実

的

に

、

屋

内

退

避

で

は

放

出

さ

れ

る

放

射

性

物

質

か

ら

の

被

ば

く

を

最

小

限

に

と

ど

め

る

こ

と

は

極

め

て

容

易

で

は

な

い

。

 

 

 

よ

っ

て

、

境

港

市

議

会

は

、

住

民

の

安

全

・

安

心

を

確

保

す

る

観

点

か

ら

、

原

発

事

故

に

お

け

る

放

射

線

に

よ

る

住

民

の

被

ば

く

を

避

け

る

こ

と

が

で

き

る

実

効

性

の

あ

る

「

避

難

計

画

」

が

策

定

さ

れ

る

ま

で

、

中

国

電

力

株

式

会

社

に

対

し

て

島

根

原

子

力

発

電

所

３

号

機

の

新

規

制

基

準

適

合

性

審

査

申

請

を

行

わ

な

い

よ

う

、

強

く

要

望

す

る

。

 

以

上

、

決

議

す

る

。

 

 

 

 

 

 

平

成

３

０

年

６

月

２

９

日

 

 

 

 

長

尾

達

也

市

議

 

新

潟

県

は

「

安

全

の

保

障

が

な

い

限

り

、

再

稼

働

に

賛

成

で

き

な

い

」

と

検

証

作

業

を

し

て

い

る

。

こ

れ

こ

そ

自

治

体

の

と

る

べ

き

姿

だ

。

検

証

し

、

市

民

に

報

告

し

意

見

を

十

分

聞

い

て

判

断

す

べ

き

と

思

う

が

。

 

 厳

し

く

検

証

し

、

 

議

会

と

市

民

の

意

見

を

う

か

が

う

 

 中

村

勝

治

市

長

 

中

電

か

ら

安

全

性

や

再

稼

働

の

必

要

性

な

ど

の

説

明

を

受

け

、

市

議

会

や

市

民

の

意

見

を

う

か

が

い

、

県

・

境

港

市

・

米

子

市

で

構

成

す

る

検

証

チ

ー

ム

で

検

証

し

、

慎

重

に

対

応

し

た

い

。

 

 

避

難

も

で

き

ず

に

 

稼

働

は

な

い

 

 長

尾

市

議

 

３

０

ｋ

ｍ

圏

に

４

６

万

人

以

上

が

暮

ら

し

て

い

る

。

避

難

計

画

に

実

効

性

は

な

く

、

多

く

の

市

民

が

被

曝

せ

ざ

る

負

え

な

い

。

安

全

に

避

難

で

き

な

い

原

発

は

稼

働

さ

せ

ら

れ

な

い

と

思

う

が

。

 

 実

効

性

の

確

保

に

つ

と

め

る

 

 中

村

市

長

 

状

況

に

よ

り

屋

内

退

避

や

避

難

を

指

示

す

る

こ

と

に

し

、

避

難

時

間

の

縮

減

を

図

っ

て

い

る

。

避

難

訓

練

を

行

い

、

実

効

性

の

確

保

を

図

っ

て

い

く

。

 

 

危

険

な

原

発

よ

り

 

再

生

エ

ネ

へ

転

換

を

 

 長

尾

市

議

 

原

発

稼

働

の

「

必

要

性

」

は

な

い

。

原

発

か

ら

脱

却

し

、

安

全

安

心

な

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

転

換

し

、

原

発

に

頼

ら

な

い

境

港

で

地

域

の

活

性

化

を

図

る

べ

き

。

 

中

村

市

長

 

国

が

、

重

要

な

ベ

ー

ス

ロ

ー

ド

電

源

に

位

置

づ

け

て

お

り

、

当

面

は

必

要

と

考

え

る

が

、

省

エ

ネ

と

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

最

大

限

の

導

入

で

、

可

能

な

限

り

早

く

脱

却

す

べ

き

と

考

え

て

い

る

。

 

は

、

市

民

の

願

い

に

大

き

く

こ

た

え

る

も

の

で

、

「

議

会

と

市

民

の

意

見

を

聞

き

判

断

し

た

い

」

と

し

て

い

る

中

村

勝

治

境

港

市

長

の

判

断

が

問

わ

れ

ま

す

。

 

 

 

決

議

を

共

同

提

案

し

た

日

本

共

産

党

の

長

尾

達

也

市

議

や

無

所

属

、

保

守

系

議

員

は

、

「

事

前

了

解

や

立

ち

入

り

調

査

の

権

限

も

な

い

。

被

ば

く

前

提

の

避

難

計

画

そ

の

ま

ま

で

オ

ー

ケ

ー

と

は

な

ら

な

い

。

当

然

の

決

議

」

と

語

っ

て

い

ま

す

。

 

市

に

は

認

め

よ

う

と

し

て

い

ま

せ

ん

。

 

事

故

が

あ

れ

ば

重

大

な

被

害

を

受

け

る

の

は

同

じ

で

す

。

ど

ん

な

に

不

当

か

は

福

島

原

発

の

事

故

で

明

ら

か

で

、

い

ま

、

両

市

と

鳥

取

県

が

一

致

し

て

中

国

電

力

に

要

求

し

て

い

ま

す

。

 

 

事

前

了

解

権

＝

 

原

発

の

新

設

や

重

大

な

変

更

に

つ

い

て

同

意

あ

る

い

は

不

同

意

す

る

権

利

を

意

味

し

て

い

ま

す

。

 

中

国

電

力

は

立

地

自

治

体

の

松

江

市

に

認

め

て

い

ま

す

が

、

境

港

市

や

米

子



 

 はまループバスに 

定期券、障がい者割引 

  

 境港市は、はまループバスに 3,000

円で 3 ヶ月有効の定期パスと一日何回

乗っても 300 円の一日券を発行するこ

とになりました。定期や一日券などの発

行は、定岡前市議を始め、数人の市議が

提案をしてきました。 

 合わせて、障がいを持つ方と介助のた

めに同乗する人の 5 割軽減も実施され

ます。 

 いずれも 10 月 1 日からです。 

 

 

 

 

 

 
 

安定ヨウ素剤の事前配布 

が始まります 
 

安田市議が提案してきた、原子力災害

時に放射性ヨウ素による影響を予防する

「安定ヨウ素剤」を希望者に事前配布する

ための説明会と配布が、９月末～１０月ごろ

実施の予定です。 

広報は８月以降とのことです。 

毎週 水曜日 午前１０時～１２時 

会場 日本共産党境港市委員会 

湊町 55 ☎44-0039 

商工会議所 

境港市役所 

合銀境港支店

今井書店 

党事務所
党事務所党事務所
党事務所 

  
 

日

日

本

本

共

共

産

産

党

党

境

境

港

港

市

市

議

議

団

団

 

 

栄

養

士

配

置

栄

養

士

配

置

栄

養

士

配

置

栄

養

士

配

置

の
のの
の

 
  
 

充

実

充

実

充

実

充

実

・
・・
・

強

化

強

化

強

化

強

化

を
をを
を

 
  
 

 安

田

と

も

子

市

議

 

日

常

的

な

食

生

活

や

栄

養

相

談

、

乳

幼

児

健

診

の

栄

養

指

導

な

ど

、

健

診

の

担

当

課

で

あ

る

健

康

推

進

課

へ

、

栄

養

士

の

配

置

が

必

要

だ

と

思

う

が

。

 

 教

育

委

員

会

と

も

協

議

す

る

 

 中

村

勝

治

市

長

 

給

食

セ

ン

タ

ー

の

栄

養

士

が

、

も

う

少

し

市

民

全

体

の

健

康

づ

く

り

に

関

わ

れ

な

い

か

、

教

育

委

員

会

と

も

協

議

を

し

た

い

。

安

田

市

議

 

給

食

セ

ン

タ

ー

へ

の

ニ

ー

ズ

と

し

て

、

食

育

は

も

ち

ろ

ん

、

ア

レ

ル

ギ

ー

対

応

も

も

っ

と

充

実

し

て

ほ

し

い

と

い

う

声

も

聞

く

。

食

育

や

食

生

活

改

善

を

大

事

と

す

る

な

ら

、

人

の

配

置

は

当

然

。

増

員

と

い

う

英

断

に

向

け

し

っ

か

り

検

討

を

。

 

 
  
 

 

成

人

歯

科

検

診

成

人

歯

科

検

診

成

人

歯

科

検

診

成

人

歯

科

検

診

を
をを
を

 
  
 

       安

田

市

議

 

歯

と

口

腔

の

健

康

は

、

日

々

の

豊

か

な

生

活

と

健

康

に

欠

か

せ

な

い

。

定

期

的

な

歯

科

検

診

が

予

防

や

早

期

治

療

に

つ

な

が

る

。

後

期

高

齢

者

歯

科

健

康

診

査

に

加

え

て

、

成

人

歯

科

検

診

の

実

施

を

。

中

村

市

長

 

『

健

康

づ

く

り

推

進

計

画

』

の

中

で

検

討

し

た

い

。

 

 

食

生

活

改

善

推

進

員

食

生

活

改

善

推

進

員

食

生

活

改

善

推

進

員

食

生

活

改

善

推

進

員

の
のの
の

 
  
 

活

動

活

動

活

動

活

動

、
、、
、

応
応応
応

え

る

え

る

え

る

え

る

支

援

支

援

支

援

支

援

を
をを
を

 
  
 

 
  
 

 

安

田

市

議

 

策

定

中

の

『

健

康

づ

く

り

推

進

計

画

』

に

も

大

事

な

、

栄

養

・

食

生

活

に

か

か

わ

る

食

生

活

改

善

推

進

員

（

通

称

「

食

改

さ

ん

」

）

の

活

動

の

概

要

は

ど

う

か

。

 

中

村

市

長

 

現

在

２

１

４

名

が

活

動

。

味

噌

汁

の

塩

分

測

定

な

ど

の

学

 
  
 

安

田

市

議

 

本

市

の

生

活

保

護

世

帯

は

３

０

０

世

帯

弱

で

推

移

し

て

い

る

。

捕

捉

率

３

割

程

度

と

い

う

厚

生

労

働

省

の

推

計

を

考

え

る

と

、

必

要

な

の

に

受

給

し

て

い

な

い

世

帯

が

７

０

０

世

帯

く

ら

い

は

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

 

「

生

活

保

護

な

め

ん

な

ジ

ャ

ン

パ

ー

事

件

」

を

起

こ

し

た

小

田

原

市

で

は

、

そ

の

反

省

を

も

と

に

、

「

生

活

保

護

の

し

お

り

」

は

全

体

的

に

「

相

談

を

し

て

く

だ

さ

い

」

と

い

う

も

の

に

な

っ

て

い

る

。

一

方

、

境

港

市

の

も

の

は

、

「

さ

ま

ざ

ま

な

努

力

を

し

て

も

生

活

を

維

持

で

き

な

い

と

き

に

限

っ

て

初

め

て

適

用

さ

れ

る

も

の

」

と

あ

る

。

努

力

で

き

る

か

で

き

な

い

か

を

自

分

で

評

価

し

な

い

と

い

け

な

い

こ

と

に

な

る

。

 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

も

情

報

が

少

な

い

。

検

討

し

て

ほ

し

い

。

 

 
  
 

中

村

市

長

 

他

市

の

周

知

方

法

も

参

考

に

し

な

が

ら

、

分

か

り

や

す

さ

に

工

夫

を

凝

ら

し

、

制

度

の

周

知

を

図

り

、

必

要

な

人

に

必

要

な

情

報

が

伝

わ

る

よ

う

努

め

た

い

。

 

 習

、

公

民

館

の

料

理

教

室

、

郷

土

料

理

の

伝

承

な

ど

、

地

域

に

根

づ

い

た

健

康

づ

く

り

の

担

い

手

と

し

て

活

動

し

て

い

る

。

 

安

田

市

議

 

食

改

さ

ん

の

と

り

く

み

が

地

域

に

浸

透

し

て

い

な

い

。

た

と

え

ば

、

食

改

さ

ん

の

料

理

教

室

を

子

ど

も

食

堂

や

地

域

食

堂

な

ど

、

地

域

の

人

も

一

緒

に

な

っ

て

で

き

る

活

動

に

発

展

さ

せ

て

は

ど

う

か

。

 

福

祉

保

健

部

長

 

策

を

考

え

た

い

。

 

安

田

市

議

 

行

政

と

し

て

も

ぜ

ひ

支

援

を

。

味

噌

汁

の

塩

分

チ

ェ

ッ

ク

シ

ー

ト

で

実

態

調

査

や

市

民

へ

の

啓

発

を

行

う

な

ど

、

食

改

さ

ん

の

要

望

と

や

る

気

に

こ

た

え

ら

れ

る

支

援

も

求

め

て

お

き

た

い

。

 

 

高

級

官

僚

に

よ

る

女

性

記

者

へ

の

セ

ク

ハ

ラ

が

あ

り

ま

し

た

が

、

セ

ク

ハ

ラ

は

人

の

尊

厳

を

傷

つ

け

、

生

涯

消

せ

な

い

ト

ラ

ウ

マ

に

も

な

る

重

大

な

人

権

侵

害

で

す

。

 

安

田

市

議

の

提

案

で

境

港

市

議

会

は

２

９

日

、

全

会

一

致

で

、

閣

僚

や

国

会

議

員

、

官

僚

は

じ

め

、

職

場

、

地

域

、

学

校

な

ど

あ

ら

ゆ

る

場

で

、

セ

ク

ハ

ラ

や

人

権

、

女

性

差

別

撤

廃

条

約

や

国

連

の

勧

告

な

ど

研

修

を

行

う

よ

う

、

政

府

に

要

望

す

る

意

見

書

を

可

決

し

ま

し

た

。

 

Ｑ 防災行政無線が 

聞き取れなかったとき 
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